横浜市議会選挙立候補者の皆様

下記の件につきまして、市議選に立候補された皆様のお考えをお聞きしたく質問を差し上げます。大変お忙しい中、誠に恐縮ですが４月７日までに、郵送またはFAXまたはEメールにてご回答頂きますようお願い申し上げます。

　　　　　　　　　　　　　　　公開質問状

私たちは、２００３年に会を設立し、以来NPO法人として活動しています。　LRTとはライトレールトランジット（次世代型路面軌道交通システム）であり、定時性、高速性、輸送力、環境、低建設コストなど優れた特性で、フランス、ドイツを始め、ヨーロッパの諸都市や車社会のアメリカの都市でも導入が相次いでいます。８０年以降、世界中の都市で、過度にクルマに依存した社会から脱却し、まさに文字通りの「人と環境にやさしい公共交通」を中心とした「まちづくり」をめざして、一度廃止した路面電車をLRTとして復活させ、あるいは新たに導入して、街に賑わいを取り戻し、活性化に成功したケースが数多くあります。

日本では、富山市がJR富山港線をLRT化することにで、日本で初めての本格的な富山ライトレールを開業し、利用客が増加し、観光客も増え、自治体関係者の視察も相次いでいます。現在、各地で導入検討が行われていますが、宇都宮市や堺市等はバス会社の反発や市民の理解が得られずに難航しています。一方、国レベルでは、高齢化社会を見据えて地方公共交通の再生と活性化の明確な方針が出され、また「交通基本法」の制定の議論も高まっています。最近では、東京の中央区、松江市、水戸市など次々とLRT導入検討のニュースが伝えられています。

私たちは、横浜の中心部にLRTの導入を求めていますが、横浜市は財政難を理由に検討もされていないのが実情です。環境モデル都市に選ばれた横浜市の環境政策は、特に交通政策の面で十分なものとは言えません。電気自動車などの普及には力を入れようとしていますが、都心部に入るクルマを抑制し、住む人も働く人も観光客も電車やバス、自転車で移動し、歩いて回れるまちづくりが望ましいのではないでしょうか。LRTの建設コストは１キロ当たり２０億円から３０億円であり、「みなとみらい線」の建設費の４０分の１です。「みなとみらい線」ほどではなくとも一般的に地下鉄の建設費と比較しても、約１０分の１となっています。

  導入にあたっては、富山市やヨーロッパのように上下分離方式で、インフラを横浜市が整備し、民間事業者や第３セクターが運行・運営することが考えられます。

しばしば採算性を疑問視する意見が聞かれますが、観光・コンベンション都市を東京と競争する横浜市としては、LRTの導入は単に交通手段としてのみでなく、車両のデザインの工夫や車庫周辺をテーマパーク化して都市の魅力をアップさせるなど、何よりも港町ヨコハマの景観にマッチし、観光の核となり得る可能性を持っていると私たちは確信しています。

質問：あなたが市議に選ばれた場合には、

Q１　横浜にLRTの導入を進めますか？

回答：（貴名　　　　　　　　　　　　　）（選挙区　　　　　　　　　　　　）

　　１）はい　　２）いいえ　　３）どちらともいえない　　４）わからない

　　　
●その理由は：

Ｑ２横浜市の交通政策についてどのように考えていますか？
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